
 

伊藤校長先生に舘岩音頭と運動会について話を伺うと、「昔は小学校の運動会に流行のダンスを取り上げて短期

間に仕上げていた時期がありました。一方、地域では盆踊りがなくなり、舘岩音頭に触れる機会が無くなってしまった

という課題がありました。学校の負担軽減と地域の課題を踏まえると、運動会で舘岩音頭を行うことで学校側も地域

側も得るものがあると思います。」と話してくださいました。舘岩地区の運動会訪問を通じて、学校と地域が連携・協働

しながら、学校行事だけでなく地域の伝統継承にうまく繋げている事例を見ることができました。 
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 ５月１８日（土）、快晴の下で行われた舘岩幼稚園・小学校合同の「舘岩っ子運動会」を訪問しました。幼稚園の大河原

先生によると、「以前の園の運動会は舘岩グラウンドで秋に単独で開催していました。春の開催は園にとって負担はありま

すが集団演技や小学校の様子を見ることのできる意義は大きいと感じます。」と話してくださいました。爽やかな天候と薫

風の中、園児や小学生だけでなく、中学生、地域の方の笑顔が溢れる素敵な運動会が繰り広げられていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後の運動会なので気合い十分

でのぞみました！  

    （唯一の６年生 芳賀君） 

何とか地域の伝統を受け継ごう

と、３・４年生の児童が中心となり総

合的な学習の時間で学習してきた

舘岩音頭を運動会で披露しました。

講師を務めていただいた小勝さん

の歌に合わせ、皆で舘岩音頭を踊り

ました。舘岩音頭 見事に復活です。 

こちらのQRコードから、閲覧・ダウンロードができます→ 

絶好の天候の下で はじける笑顔 

復活！  舘岩音頭 

綱引きで勝利し、バンザイ！ 
地域の方も大勢あつまりました 

 「準備も演技・競技もみんなでや

ってつくりあげている感じがして、温

かく感じます。」 

（保護者 星さん） 

児童数が減っている中で、幼小だ

けでなく中学生や地域の方々にも参

加してもらい、舘岩地域の運動会にな

っています。  （体育主任 藤先生） 

「悩み事があったとしても子供たち

の一生懸命な姿を見るとどうでもよ

くなります。子供は地域の宝だと感じ

ます。」  

（舘岩地区防犯協会長 芳賀さん） 

会場には、日頃子供たちを見守ってく
ださる地域の方々がいらっしゃいました。 


